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　過去を繰り返すのではなく、過去を踏まえ、新たな発想をもって挑戦する、挑戦こそが個人や組織の成

長に繋がり、広島 YEG の更なる進化へ繋がっていく！

　そんな想いをこめたスローガンのもと、平成 29 年度全ての事業・行動は実践されました。

　一年を振り返ると、多くのドラマがあり、喧々諤々議論し、つくり上げ実施された 20 を超える事業。

委員長と委員会の想いが込められた全ての事業が、本年度のメイン事業であったと思います。

　対外に向けても積極的に行動した一年。中国ブロック大会三次大会へは過去最多の 168 名、岐阜かかみ

がはら全国大会へは 56 名で参加する事が出来、YEG の更なる魅力や多くの学びを持ち帰る事が出来たと

確信しています。広島 YEG としてもっと出来る事や可能性がある事、そして広島 YEG であれば、どんな

事でもやり遂げる力ある単会である事を再認識出来たのではないでしょうか。

　自らの壁を突破すべく活動し、一人ひとりの行動でつくり上げ、最高のメンバーと過ごした平成 29 年度。

間違いなく最高といえる時間を過ごす事が出来ました。この素晴らしい一年を共に活動し、そして支えて

頂いたすべての皆様に、心から厚く御礼を申し上げます。

　一年間、本当に有難うございました。

●　●　●　Look back on 2017　●　●　●

BREAKTHROUGH ブレイクスルー

～新たなる挑戦・成長・進化～

【平成29年度】　役員及び特別委員長紹介� Officer  Introduction

細越　秀範 児玉　康宏

柳川　征裕

沖本　道佳

河野　洋信

林　　太郎 新甲　悟司 光村　暢純 金井　次郎

公文　祐太

下岸　宏靖

吉田　　豪 石井　凡士

満井　宏昭

梶間　弘識

田頭　和茂谷井　　智

加藤健太郎髙井　建治

上前　昌之

矢野　行洋

長島　周平

岡田　貴恵

福山　　忠延澤　量昭

第一渉外委員長 最先端企業研修委員長

会長

第二渉外委員長

自己啓発委員長

直前会長 交流グループ担当副会長 地域グループ担当副会長 監事

会員交流委員長

地域の魅力向上委員長

監事 スポーツ交流委員長

ラストイヤー特別委員長

会務グループ担当副会長

企業経営研究委員長総務委員長

研鑚グループ担当副会長情報グループ担当副会長

経営資質向上委員長

広報委員長

広島活性化委員長

新入会員担当委員長

ビジネスグループ担当副会長渉外グループ担当副会長

柳川 征裕
平成29年度会長
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Regular meeting

例 会

通
常
会
員
総
会

日

時　

平
成
29
年
４
月
26
日
（
水
）

場

所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

総
務
委
員
会

　

通
常
会
員
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、「
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
～
新
た
な
る
挑
戦
・
成
長
・
進

化
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
柳
川
会
長
率
い
る

平
成
29
年
度
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。
当
日
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
含
め
総
勢

１
８
１
名
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

５
月
例
会

日

時　
平
成
29
年
５
月
16
日（
火
）・
17
日（
水
）

場

所　

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

最
先
端
企
業
研
修
委
員
会

　
「
マ
ツ
ダ
デ
ザ
イ
ン
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
５
月
例
会
。
16
日
と
17
日
に
マ
ツ

ダ
工
場
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、
マ
ツ
ダ
の
歴

史
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
展
示
さ
れ
た
歴
代
の

マ
ツ
ダ
車
、
車
の
製
造
過
程
な
ど
を
見
学
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
マ
ツ
ダ
㈱
常
務

執
行
役
員 

前
田
育
男
氏
を
迎
え
、「
魂
動
」
を

テ
ー
マ
に
躍
進
を
続
け
る
マ
ツ
ダ
の
歴
史
か

ら
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
姿
勢
や
思
い
、
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
の
評
価
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

６
月
例
会

日

時　

平
成
29
年
６
月
28
日
（
水
）

場

所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

自
己
啓
発
委
員
会

　

松
下
幸
之
助
氏
の
も
と
、
永
年
業
務
を
遂
行

さ
れ
、
更
に
は
松
下
政
経
塾
の
塾
頭
等
の
要
職

を
14
年
間
に
渡
り
歴
任
さ
れ
た
志
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表　

上
甲 

晃
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「『
青
年
経
済
人
に
と
っ
て
必
要
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
』
～
志
高
く
生
き
る
た
め
の
14
の
心
構

え
～
」を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
甲
氏
の
ご
講
演
に
よ
っ
て
、
己
の
損
得
を
超

え
、
志
高
く
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
、

権
力
で
な
く
権
威
を
重
ん
じ
、
誇
り
高
く
生
き

る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。７

月
例
会

日

時　

平
成
29
年
７
月
19
日
（
水
）

場

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

担

当　

企
業
経
営
研
究
委
員
会

　

ヒ
ロ
ボ
ー
㈱　

代
表
取
締
役
会
長
兼
最
高
経

営
責
任
者　

松
坂 
晃
太
郎
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
変
わ
ら
な
い
た
め
に
、
変
わ
り
続
け
よ
う

～
紡
績
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、そ
し
て
そ
の
先
へ
～
」

を
テ
ー
マ
に
７
月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

紡
績
事
業
と
し
て
創
業
後
、
不
況
に
み
ま
わ
れ

た
時
代
の
中
、
夢
と
挑
戦
を
武
器
に
多
角
化
さ

れ
た
事
業
を
展
開
さ
れ
、近
年
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
・
電
子
回

路
設
計
・
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
製
造
な
ど
様
々
な
分

野
で
飛
躍
を
遂
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
夢
を
か

た
り
続
け
る
」「
自
ら
行
動
す
る
」
と
い
っ
た
理

念
の
基
、地
域
を
巻
き
込
ん
だ
１
０
０
㎞
ウ
オ
ー

ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
絆
と
知
名
度
を

獲
得
さ
れ
、
世
界
規
模
の
企
業
組
織
へ
と
変
貌

を
遂
げ
る
こ
と
に
成
功
。
現
状
に
満
足
せ
ず
、

ひ
た
む
き
に
夢
を
追
い
求
め
る
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
例
会
で
し
た
。

新
入
会
員
歓
迎
会

日

時　

平
成
29
年
７
月
26
日
（
水
）

場

所　

広
島
モ
ノ
リ
ス

担

当　

新
入
会
員
担
当
委
員
会

　

新
入
会
員
の
皆
様
と
現
役
会
員
の
交
流
の
中

で
生
ま
れ
る
新
た
な
出
会
い
や
発
見
を
通
し

て
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
仲
間
同
士
の
絆
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
新
入
会
員
歓
迎
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
二
次
会
も
担
当
委
員
会
で
設
営
し
ま

し
た
が
、
歓
迎
会
に
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
人

が
参
加
す
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
交
流
が
図
れ
、

新
入
会
員
も
現
役
会
員
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
ま
し
た
。

８
月
例
会

日

時　

平
成
29
年
８
月
22
日
（
火
）

場

所　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

地
域
の
魅
力
向
上
委
員
会

　

豪
華
特
急
の
生
み
の
親
で
も
あ
る
㈱
ド
ー
ン

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
代
表
取
締
役
の
水
戸
岡
鋭
治

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
デ
ザ
イ
ン
は
公
共

の
た
め
に
地
域
活
性
化
の
本
質
～
感
動
は
注
ぎ

込
ま
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
～
」
と
題
し
た
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
公
共

の
た
め
に
存
在
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
、
多
く

の
人
々
に
夢
と
感
動
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
公
共
デ
ザ
イ
ン
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
人
や
社
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
、
地
域
や
経
済
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
を
お
伺
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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卒
業
式
、
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

日

時　

平
成
30
年
３
月
23
日
（
金
）

場

所　
パ
ル
テ 

ザ 

ス
タ
イ
ル 

オ
ブ 

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

担

当　

総
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　

経
営
資
質
向
上
委
員
会

　

平
成
29
年
度
を
締
め
く
く
る
最
後
の
事
業
で

あ
る
卒
業
式
、
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
今
年
卒
業
を
迎
え
る
柳

川
会
長
と
安
田
女
子
大
学
書
道
部
と
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
18
名
の
卒
業
予
定
者

と
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
の
生
徒
の
皆
様
に
よ

る
太
鼓
の
演
舞
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。最
後
は
、

卒
業
生
全
員
に
よ
る
記
念
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ム
ー

ビ
ー
で
幕
を
閉
じ
、
大
変
思
い
出
に
残
る
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

力
を
磨
く
事
の
重
要
性
や
人
間
性
の
観
察
力
や

人
材
が
組
織
に
調
和
し
活
躍
す
る
か
を
、
野
球

と
言
う
視
点
か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第

二
部
は
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
お
迎
え
し
、
親

睦
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
な
設
え
の
な
か
、
皆
様

と
の
賀
詞
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

新
入
会
員
歓
迎
会

日

時　

平
成
30
年
２
月
21
日
（
水
）

場

所　

お
り
づ
る
タ
ワ
ー

担

当　

新
入
会
員
担
当
委
員
会

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
る

た
め
に
新
入
会
員
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
１
１
０
名
の
多
く
の
メ
ン
バ
ー

の
参
加
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
登

場
曲
に
あ
わ
せ
た
新
入
会
員
の
参
加
者
11
名
の

入
場
や
映
像
に
よ
る
委
員
長
・
特
別
委
員
長
・

事
業
の
紹
介
や
同
好
会
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
事
業
終
了
後
、
二
次
会
も
開
催
さ
れ
、
87

名
が
参
加
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
思

い
出
に
残
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

し
て
恒
例
の
忘
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
第
３

回
会
長
会
議
・
第
５
回
役
員
会
が
開
催
さ
れ
て

い
た
事
も
あ
り
他
単
会
の
役
員
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、

そ
し
て
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
大
会
の
Ｐ
Ｒ
の

為
、岐
阜
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
対
抗
の
ク
イ
ズ
大
会
も
開
催
さ
れ
、
大

変
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
、
メ
ン

バ
ー
同
士
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
年
互
礼
会

日

時　

平
成
30
年
１
月
23
日
（
火
）

場

所　

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

企
業
経
営
研
究
委
員
会

　
　
　
　
　
　

最
先
端
企
業
研
修
委
員
会

　

新
年
最
初
の
事
業
と
し
て
、
恒
例
の
新
年
互

礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
二
部
構
成

と
し
、
第
一
部
は
㈱
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
ス
カ

ウ
ト
で
あ
る
松
本
有
史
氏
と
聞
き
手
に
㈱
中
国

放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
石
田
充
氏
を
お
迎
え

し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
に
導
く
た
め
に
人
材
を
見
抜
く

忘
年
会

日

時　

平
成
29
年
12
月
21
日
（
木
）

場

所　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

担

当　

自
己
啓
発
委
員
会

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
今
年
を
締
め
く
く
る
事
業
と

10
月
例
会

日

時　

平
成
29
年
10
月
18
日
（
水
）

場

所　

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

経
営
資
質
向
上
委
員
会

　

講
師
に
北
海
道
旭
川
市
旭
山
動
物
園
の
元
園

長
で
あ
る
小
菅
正
夫
氏
お
迎
え
し
、
10
月
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
の
危
機
的
状
況
に

対
し
、
独
自
の
感
性
で
挑
む
こ
と
の
重
大
さ
と

決
断
力
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
、
自
ら
の
体

験
談
を
基
に
ご
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
社
員
一
人

ひ
と
り
の
心
を
動
か
し
、
企
業
の
組
織
力
を
高

め
、
真
に
強
い
集
団
を
つ
く
る
た
め
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
た
例
会
で
し
た
。

臨
時
会
員
総
会

日

時　

平
成
29
年
11
月
22
日
（
水
）

場

所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

総
務
委
員
会

　

次
代
へ
向
け
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
広

島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
次
年
度
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
役
員
紹
介
や
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
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Business report

事業
報告

平
成
29
年
度
会
員
交
流
ゴ
ル
フ
大
会

日

時　

平
成
29
年
５
月
27
日
（
土
）

場

所　

�

鷹
の
巣
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・

　
　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

担

当　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
委
員
会

　

透
き
通
る
青
空
の
も
と
、
鷹
の
巣
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
会
員
交
流
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
94
名（
メ
ン
バ
ー
77
名
、

Ｏ
Ｂ
17
名
）
が
参
加
し
、
初
夏
の
心
地
よ
い
陽

気
の
中
で
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ

経
験
の
あ
る
方
の

み
な
ら
ず
、
未
経

験
の
方
も
楽
し
め

る
こ
と
が
で
き
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
当
日
夕

方
よ
り
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
21
広

島
に
て
表
彰
式
及

び
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
１
０
０
名

（
メ
ン
バ
ー
86
名
、

Ｏ
Ｂ
14
名
）
が
参

加
。
数
々
の
賞
が

表
彰
さ
れ
楽
し
い

懇
親
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
29
年
度
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
家
族
会

日

時　

平
成
29
年
８
月
20
日
（
日
）

場

所　

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

会
員
交
流
委
員
会

　

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
日
曜
日
、
毎
年
恒
例
の

家
族
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は“
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
”
を
メ
イ
ン
に
、
体
験

型
催
事
と
し
て
風
船
つ
り
や
射
的
な
ど
の
屋
台

の
他
に
、プ
ロ
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
学
ぶ「
マ
ジ
ッ

ク
講
座
」
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
大
人
80
名
、
子
供
39
名
、
幼
児
14

名
が
参
加
。
会
員
や
家
族
の
皆
様
と
の
の
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
の
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

広
島
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
２
０
１
７

日

時　
平
成
29
年
９
月
16
日
・
17
日
（
土
・
日
）

場

所　

タ
カ
ノ
橋
商
店
街

　

広
島
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
２
０
１
７
が
タ
カ
ノ
橋

商
店
街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
２
０
１
１
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
広
島
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
」
も
今
年

で
７
回
目
。
今
年
は
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
銀
行
ブ
ー

ス
を
担
当
致
し
ま
し
た
。

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
35
回

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
三
次
大
会

日

時　

平
成
29
年
９
月
30
日
（
土
）

場

所　

広
島
県
立
み
よ
し
公
園

　

三
次
の
地
に
お
い
て
、
日
本
商
工
会
議
所
青

年
部
第
35
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
三
次
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
分
科
会
に
お
い
て
は
、
普

段
体
験
で
き
な
い
様
々
な
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

各
単
会
の
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
第
７
分
科
会「
必
見
！

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
魅
力
に
迫
る
！
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
見
学
ツ
ア
ー
」
を
担
当
。
設
営
は
広
島

Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
二
渉
外
委
員
会
が
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
大
会
日
和
と
な

り
ま
し
た
。

会
員
交
流
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日

時　

平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
）

場

所　
広
島
市
西
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
パ
ン
建
材
㈱
広
島
営
業
所

担

当　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
委
員
会

　

会
員
交
流
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
会
員
交
流
の
ス

ポ
ー
ツ
に
選
ば
れ
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
、
は
じ
め
て
プ
レ
イ
し
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
楽
し
い
時

間
を
ス
ポ
ー
ツ
共
有
す
る
こ
と
で
、
楽
し
い
汗

を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
場

所
を
変
え
て
、
選
り
す
ぐ
り
の
逸
品
を
全
員
で

お
腹
一
杯
食
べ
、
笑
顔
溢
れ
る
楽
し
い
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
オ
ー
プ
ン
例
会

日

時　

平
成
29
年
11
月
７
日
（
火
）

場

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

担

当　

広
報
委
員
会

　

オ
ー
プ
ン
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

に
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
渡

部
陽
一
氏
を
お
迎
え
し
、
こ
れ
ま
で
の
生
い
立

ち
や
取
材
で
経
験
さ
れ
た
実
体
験
を
も
と
に
、

海
外
の
人
の
暮
ら
し
や
風
土
に
つ
い
て
、
ご
自

身
が
撮
影
さ
れ
た
映
像
を
も
と
に
独
特
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
海
外

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
が
多
い
広
島
に
お
い
て
、

国
際
社
会
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
頂
く
き
っ

か
け
に
な
っ
た
例
会
で
し
た
。
学
生
か
ら
ご
年

配
の
方
ま
で
多
く
の
ご
来
場
者
が
ご
参
加
さ

れ
、
大
き
な
反
響
を
頂
き
ま
し
た
。

広
島
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
！
」

日

時　

平
成
29
年
12
月
10
日
（
日
）

場

所　
ラ
イ
フ
マ
ー
ケ
ッ
ト　

ハ
ー
バ
ー
ク
ラ
ブ

担

当　

広
島
活
性
化
委
員
会

　

広
島
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
！
」
と

題
し
「
学
」「
感
」「
創
」
と
い
う
３
つ
の
テ
ー

マ
に
分
け
ら
れ
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
明
和
電
機 

土
佐
社
長
の
講
演
会
に
、
熊

野
の
化
粧
筆
な
ど
を
中
心
に
ど
の
よ
う
に
し
て

有
名
に
な
っ
た
の
か
な
ど
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
の
紹
介
、

稲
田
恵
子
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ン
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
、
書
道
や
陶
芸
や
写
真
、
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
な
ど
、
普
段
体
験
で
き
な
い
、
貴
重

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
や
ご

家
族
と
い
っ
た
大
勢
の
ご
来
場
者
様
に
大
変
喜

ん
で
頂
け
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
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第
37
回
全
国
大
会
「
岐
阜
か
か
み
が

は
ら
大
会
」
及
び
国
内
研
修

日

時　

�

平
成
30
年
２
月
16
日（
金
）～
２
月
18
日（
日
）

場

所　

�〈
全
国
大
会
〉
岐
阜
メ
モ
リ
ア

ル
セ
ン
タ
ー
で
愛
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
　

�〈
国
内
研
修
〉
岐
阜
県
長
良
川

流
域
及
び
愛
知
県
名
古
屋
市

担

当　
第
二
渉
外
委
員
会
・
地
域
の
魅
力
向
上
委
員
会

　

平
成
30
年
２
月
16
日
か
ら
２
月
17
日
に
か
け

て
、
第
37
回
全
国
大
会
「
岐
阜
か
か
み
が
は
ら

大
会
」
に
参
加
し
、
そ
の
後
国
内
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
特
別
分
科
会
と
し

て
、
岐
阜
刑
務
所
内
見
学
・
刑
務
官
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
刑
者
に
対
す
る
更
生
に
向
け

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
刑
務
所
内
の
様
子
を

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
温

泉
や
岐
阜
城
の
散
策
を
終
え
た
後
に
大
懇
親
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
17
日
は
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
記
念
式
典
、
記
念
事
業
等

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
17
日
か
ら
は
国
内
研

修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
例
会
で
ご
講
演

さ
れ
ま
し
た
水
戸
岡
鋭
治
氏
が
手
が
け
ら
れ
た

長
良
川
鉄
道
の
「
な
が
ら
号
」
に
２
班
に
分
か

れ
て
乗
車
し
ま
し
た
。
前
日
に
長
良
川
鉄
道
の

坂
本
氏
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
鉄
道
と

沿
線
の
魅
力
を
知
っ
た
上
で
乗
車
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
長

良
川
沿
い
を
巡
る
１
時
間
半
の
鉄
道
の
旅
は
と

て
も
思
い
出
に
残
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
当
日

は
郡
上
八
幡
市
内
を
廻
り
、
歴
史
や
文
化
に
触

れ
、
郡
上
お
ど
り
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

し
て
古
き
良
き
面
影
の
残
る
城
下
町
を
散
策

し
、
良
い
学
び
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

�

県
連
代
表
理
事　

金
井　

次
郎

　

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出
向
し
、

広
島
県
連
代
表
理
事
と
し

て
、
毎
月
一
回
行
わ
れ
る
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
会
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
九
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
春
秋
と
年
二
回
各
所
で
行
わ
れ

る
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
会
議
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
五
県

の
代
表
理
事
が
集
ま
り
年
五
回
行
わ
れ
る
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
役
員

会
、
二
ケ
月
に
一
回
行
わ
れ
る
広
島
県
商
工
会

議
所
青
年
部
連
合
会
役
員
会
そ
の
他
関
係
各
地

単
会
の
周
年
記
念
会
や
激
励
会
に
参
加
し
た
。

所
感
：
平
成
28
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
研
修
委
員
会

委
員
長
、
平
成
29
年
度
広
島
県
連
代
表
理
事
と

し
て
二
年
連
続
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出
向
し
、
同
じ

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
会
で
も
執
行
部
と
理
事
側
の

異
な
っ
た
視
点
で
参
加
で
き
た
の
は
大
変
有
意

義
で
あ
っ
た
。
今
年
度
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
で
唯
一
全
国
大
会
未
開
催

地
の
広
島
が
平
成
39
年
度
開
催
最
優
先
候
補
と

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
あ
く
ま

で
も
広
島
県
連
の
主
催
で
あ
る
が
開
催
す
る
為

に
は
今
後
10
年
に
亘
る
メ
ン
バ
ー
の
多
大
な
労

力
と
根
気
や
資
力
、
広
島
商
工
会
議
所
の
絶
大

な
支
援
や
広
島
県
や
広
島
市
と
い
っ
た
行
政
の

協
力
が
絶
対
必
須
に
な
る
の
で
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
し
て
は
万
全
を
期
す
た
め
、
早
々
か
ら
の
準

備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

感
想
：
予
定
者
期
間
含
め
三
年
間
近
く
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
に
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
感
想
は
、

只
々
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、
そ
の
期
間
に
大

勢
の
方
に
出
逢
い
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ

き
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
す
べ
て
の
人
た
ち
と
の
ご
縁
と
出
逢
い
に
感

謝
い
た
し
ま
す
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
っ
て
い
い
で
す
ね
！

『
縁
を
紡
い
で
縁
満
』

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

�

田
中　

孝
幸

　

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出
向
し
政

策
提
言
委
員
会
担
当
事
業
と

し
て
行
っ
た
こ
と
と
し
て
は

①
政
策
提
言
活
動
②
提
言
普
及
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

①�

政
策
提
言
活
動
で
は
政
策
提
言
テ
ー
マ
（
事

業
承
継
・
働
き
方
改
革
・
地
方
創
生
）
の
決

定
を
行
い
会
長
会
議
、
国
家
公
務
員
と
の
勉

強
会
を
通
し
て
提
言
の
骨
子
確
定
、
２
月
の

全
国
大
会
で
政
策
提
言
書
手
交
式
を
行
い
ま

し
た
。

②�

提
言
普
及
活
動
で
は
５
月
～
７
月
に
か
け
日

本
の
４
１
３
単
会
全
て
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
政
策
提

言
の
現
状
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し
全
単
会

に
結
果
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

�

風
会
議
の
や
り
方
と
し
て
郷
創
塾
含
め
３
回

行
い
、
秋
の
会
長
会
議
で
は
各
地
で
毎
週

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
出
向

し
た
感
想
は
一
言
大
変
で
し
た
。
た
だ
、
得

ら
れ
た
も
の
と
い
う
の
は
想
像
以
上
で
色
々

な
考
え
方
、
想
い
、
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
伝
え
き
れ
な
い
政
策
提
言
委
員
会

で
学
ん
だ
内
容
を
単
会
で
共
有
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
出
向
の
機
会
を
頂
き
、
広

島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
、
副
会
長
、
メ
ン
バ
ー
、
広

島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま

す
。
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

副
会
長　

吉
田　

豪

　

西
川
会
長
の
も
と
副
会
長

と
し
て
１
年
間
、
県
連
に
出

向
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
年

度
を
通
じ
た
県
連
会
議
の
運
営
と
、
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
予
算
の
管
理
な
ど
の
総
務
仕

事
に
加
え
、
会
員
手
帳
の
作
成
と
発
行
、
規
約

の
見
直
し
と
提
言
と
、
西
川
会
長
が
課
題
を
感

じ
て
お
ら
れ
た
事
案
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
頂
き
ま

し
た
。
同
じ
く
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
総
務
委
員
長

と
し
て
出
向
さ
れ
た
多
田
委
員
長
の
獅
子
奮
迅

の
活
躍
で
も
っ
て
、
こ
れ
ら
を
完
遂
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
20
周
年
を
迎
え
る
広
島
県
連

は
、そ
の
“
繋
が
り
”
を
「
目
的
」
で
は
な
く
「
手

段
」
と
し
て
捉
え
、
広
域
連
携
事
業
な
ど
の
可

能
性
を
模
索
す
る
段
階
に
進
む
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
改
め
て
、
西
川
会
長
は
じ
め
県

連
役
員
及
び
委
員
の
皆
さ
ま
の
１
年
間
の
活
動

に
敬
意
を
表
し
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

理
事　

延
澤　

量
昭

　

広
島
県
連
理
事
と
し
て
１

年
間
出
向
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
広
島
県
内
に
あ
る
各
Ｙ

Ｅ
Ｇ
で
行
わ
れ
て
い
る
興
味
深
い
事
業
や

人
々
、そ
れ
ぞ
れ
の
街
並
み
に
触
れ
る
こ
と
で
、

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
外
か
ら
客
観
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
渉

外
グ
ル
ー
プ
の
委
員
長
、
副
委
員
長
が
と
も
に

県
連
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
向
し
て
く
だ

さ
り
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
皆
様
に
は
御
礼
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
年
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

総
務
委
員
長　

多
田　

智

　

今
年
度
、
広
島
県
連
に
委

員
長
と
し
て
出
向
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
広
島
県
連
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
県
連
の
諸
会
議
の
準
備
・
設
営
、

県
連
会
議
後
の
懇
親
会
の
設
営
、
県
連
手
帳
の

作
成
、
県
連
に
つ
い
て
の
知
識
や
意
識
向
上
及

び
疑
問
点
・
問
題
点
の
考
察
を
主
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
三
次
大
会
が
開
催
さ
れ
た
年
度
で
も
あ
り
、

県
連
を
挙
げ
て
三
次
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
協
力
を
す
る
と

い
う
県
連
会
長
の
思
い
の
も
と
、
よ
り
啓
か
れ

た
県
連
に
な
っ
て
い
っ
た
年
度
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
一
年
間
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

出向者
報　告

Report

広
島
商
工
会
議
所
支
店
長
会
、

青
年
部
、
広
島
市
と
の
交
流
会

日

時　

平
成
30
年
２
月
６
日
（
火
）

場

所　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

　

広
島
商
工
会
議
所
支
店
長
会
主
催
の
も
と
、

支
店
長
会
と
広
島
市
と
青
年
部
と
の
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
政
令
都
市
そ

し
て
観
光
都
市

と
し
て
大
い
な

る
知
名
度
の
あ

る
広
島
市
の
未

来
に
向
け
た
取

り
組
み
方
を
学

び
ま
し
た
。
ま

た
、
懇
親
会
で

は
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、

普
段
お
会
い
で

き
な
い
多
く
の

方
と
直
接
お
話

す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
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　青年部の皆様、事務局の皆様、大変お世話になりました。
　広島 YEG では素晴らしい先輩方や同学年、後輩たちのご縁
により新たな学びや刺激を受け、自分自身の再発見ができたよ
うに思います。
　このご縁が益々繋がり、益々深まりますよう陰ながら会の発
展を応援しております。
　ありがとうございました。

Message卒業会員挨拶
私たちの青年部

新入会員一覧
井上愛美／岩本庄司／牛尾雄史／尾立静泰／河野里志／小林正樹／酒井孝太／塩本崇公／富本洋正／野村正基／橋本直彦／林大

一郎／平石尚／細川麻実／丸子洋平／元圭一／大谷誠司／菅恒星／垰㞍加奈子／築城隆臣／森亮人／奥田秀樹／下西祥平／大久

保隼／松岡慶太／山根慶之／伊藤通祐／豊島裕介／岡田莉奈／田中秀和／山本悟／朝倉真子／山木戸昌司／吉田盛相／有本智／

髙木周一
吉清　貴一
広島陸送㈱専務取締役

新田　裕司
㈱ニッタマテリアル代表取締役社長

藤川　晃伸
㈱藤伸取締役専務

栗田　裕康
㈱栗田取締役社長

大本　恭久
社労士事務所Salac所長

柳川　征裕
㈱五興代表取締役

弘法　敦志
㈱弘法代表取締役

張 本　　 暁
㈲ハリモト専務取締役

加藤　直樹
㈱S. Aマネージャー

阿部　正宗
西日本リネンサプライ㈱執行役員部長

畠田　延志
㈱ネオビルド代表取締役

三村　一郎
㈱三國屋代表取締役

桒原　裕義
Ｋ２（なみき庵）代表

越智　拓也
㈱越智製作所専務取締役

山根　謙二
あさぎり会計事務所税理士

田地井康裕
興繕セキシン㈱専務取締役

日吉田武弘
㈲ヒヨシダ自動車専務取締役

河 村　　 満
㈲ディ・ルーム代表取締役

池邉　秀樹
池邉秀樹司法書士事務所

山 本　　 修
㈲シティガードシステム専務取締役

谷川　智明
㈱SWITCH取締役

福永　大作
㈱福永建設工業代表取締役

楠田　真里
㈱クロリス代表取締役

岩本　庄司

㈱光商事［イタリア料理ソッジョルノ］
取 締 役

　私はいくつか異業種交流会に入会しましたが、

自分にとって広島 YEG が一番良い会だと思いま

す。この会で大きな会社から小さな会社の経営者

の方と多く知り合うことが出来ました。卒業後は

YEG 同好会等で現役の方達と交流していければ

と思います。

　グラッチェ！満井　宏昭

㈱ ミ ツ イ 塗 料
代 表 取 締 役

　正直、まだ卒業し
たくなかったです。

（笑）
　YEG 活動の中で
あらゆる事業を提
案・企画し、成功に
向けての取組みは大
変貴重な経験をさせ

て頂きました。そして多くの方と出
会うことが出来た事に大変感謝して
おります。
　今後も YEG 皆様とのご縁を大切
にさせていただくと共に、益々のご
発展を祈念致します。

橋村　幸治

㈱環境クリエイト
代 表 取 締 役

　13 年お世話にな
りました。普通の営
業マンだった私に
様々なご縁から時に
優しく、厳しく、経
済人としての心構え
をご教授頂きまし
た。YEG で 学 ん だ

事は、自分の人生をより豊かに成長
させてもらえたことに間違いありま
せん。今後の皆様のご活躍を見守り
つつ、ありがとうございました。

田窪　浩一

日産プリンス広島販売㈱
課 長

　楽しいことも、苦
しいことも、いろん
な経験をさせても
らったYEG。ここで
知り合った仲間は、
フラットに分かちあ
える人ばかりでし
た。いい歳してこん

なに友人が増えるってすばらしい！
　現役会員の皆さんも、卒業は絶対
来ます。沢山の人と知り合って、後
悔の無いように YEG を楽しんでく
ださいね。
　ラストイヤーで卒業する同志をは
じめ、僕と関わったすべての先輩、
後輩の皆さん、本当に今までありが
とうございます！

松岡　伸和

ユウシン自動車工業㈱
営 業 部 長

　入会して早いもの
で 12 年の月日が経
ちました。
　あまり積極的に委
員会活動に参加出来
なかったですが、ラ
ストイヤーに大きな
事 業に関われて良

かったです。委員長の思いを副委員
長や副会長が支えて皆で達成できた
ことは大変貴重な体験でした。これ
からも広島を盛り上げていって下さい。
　本当にありがとうございました。

小宇羅元俊

三 栄 産 業 ㈱
専 務 取 締 役

　平成９年に広島
YEG に入会させて
頂きあっという間の
21 年でした。会に
はあまりお役に立て
なくて申し訳なかっ
た の で す が、YEG
には YEG にしかな

い良さがありました。それはバラン
ス感覚です。会の運営など柔軟性が
すごくある会だと思います。これか
らも是非持ち続けてください。お世
話になりありがとうございました。

宮﨑　　真

㈱ニシキプリント
代 表 取 締 役

　５年間という短い
YEG 活動でしたが
とても充実した時間
を過ごすことが出来
ました。
　YEG に入会しな
いと味わえない様々
な経験もでき本当に
入会して良かったと

実感しております。
　今後は OB として広島 YEG の発
展に陰ながら尽力していきたいと思
います。
　本当にありがとうございました。

沖村　大介

㈱Ｊリスクマネー
ジメント広島支社
支 社 長

　４年間という短い
在籍でしたが、多く
の会員と知り合うこ
とができました。
　いろいろお世話に
なり、本当にありが
とうございました。
　広島 YEG の益々

のご発展を心より祈念しておりま
す。

狩尾　直起

㈱ケイ・ウェーブ・ネット
代 表 取 締 役

　色々な団体があり
ま す が、YEG を 選
択し沢山の方と交流
が出来、感無量です。
　先輩方々が卒業さ
れるのを毎年見続
け、自分が卒業はま
だまだ先の事と思っ

ていましたが、あっという間でした。
　定期的な交流が如何に貴重な時間
か卒業となって重みを感じます。
　皆様には感謝しかありません。有
難うございました。

永原　史朗

東 雲 金 属 商 会
副 代 表



 HIROSHIMA YEG ENTRE PRESS ●8

� HIROSHIMA YEG 2018

【平成30年度】　役員及び特別委員長紹介� Officer  Introduction

森　　亮介

吉野　敬昭

新甲　悟司

山本　　速

濱本　利寿

柳川　征裕 堂本　健壮

岡田　貴恵

髙井　建治 河野　洋信

上田　堅司

花澤　憲治 公文　祐太

林　　太郎 光村　暢純

下岸　宏靖

井澤　顕彦

橘　　義昭沖本　道佳 石井　凡士

庄子　佳宏西村　大司 寺澤　脩平

延澤　量昭金堀　健一

Made in HIROSHIMA委員長

おもいやり拡大委員長

会長

ワークライフバランス委員長

コミュニティ委員長

直前会長 繋がりグループ副会長

マネジメント委員長

監事 地域連携委員長

広島向上委員長

監事 絆委員長

顧問 会務グループ副会長

会員親睦委員長

総務委員長

交流グループ副会長研鑽グループ副会長 経営グループ副会長

会員研修委員長ビジネスグループ副会長 広報連携委員長

ホスピタリティグループ副会長サティスファクショングループ副会長

　平成 30 年度広島商工会議所青年部会長を務めさせて頂く新甲悟司です。
　今年度は、「GO FORWARD！　～ HIROSHIMA YEG 会員満足度向上宣言 2018 ～」をスローガンに掲げ、設立
から諸先輩が築いてこられた伝統を継承し、「広島 YEG らしさ」を考えながら、魅力ある広島の未来へ向かって「前
へ」進んでいきたいと思います。

『広島の』広島ならではの付加価値のある商品やサービスに
ついて学びます。そして“Made in 広島”のビジネスについ
て考えます。

『若き企業家として』若手ならではの視点で、従来の発想や
手法にとらわれず環境の変化に即するマネジメントを学びた
いと考えます。

『ネットワークの構築』まずは広島 YEG の会員同士の繋が
りを大切にしたいと考えます。そのために“会員満足度向上”
を意識して活動を行ってまいります。
　私たち広島 YEG は「らしさ」を突き詰めて考え、強固な
絆を築いた若き企業家集団として広い視野と情熱を持ち、広
島経済の活性化の一翼を担うことができるよう、元気よく楽
しく活動していきたいと考えますので、皆様の積極的なご参
加とご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

福山　　忠
会員拡大特別委員長

梶間　弘識
未来検討特別委員長

加藤健太郎
ラストイヤー特別委員長

新甲　悟司
シンコウ通信機株式会社　代表取締役

平成30年度会長


